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徳島県

＋

＋西部圏域

東部圏域

南部圏域

人口：693,084人
（東部：535,535人、

南部：89,917人、

西部：67,632人）

（令和６年１月時点）

• 高齢化率：３５．６％

• 令和３年度「内閣府個別避難計
画作成モデル事業」実施



これまでの取組で全市町村作成着手

• 内閣府モデル事業の実施

• 市町村担当者への説明会

令和３年度

• 「徳島県個別避難計画作成の手引」の作成

• 市町村担当者への説明会

令和４年度

全市町村計画作成に着手



着手はしたが、計画作成が進まない

• 災害への危機感が低い

• 防災業務の優先度が低い

近年、

災害が起きていない

• 都市部、沿岸部、山間部で対策が異なる

• 地域の過疎化、希薄化

地域ごとに

災害が異なる

• 担当交代等による知識不足

• 他部局との連携が出来ていない

庁内の体制が

出来ていない



課題に対する解決策

近年、

災害が起きていない

防災出前講座での
啓発

支援者になりうる
方々へ啓発

地域ごとに

災害が異なる

地域ごとのモデルを

選定し、計画作成
支援

庁内の体制が

出来ていない

市町村の知識向上
のための会議

庁内連携会議



令和５年度の取組
・市町村担当者連絡推進会議（全市町村参加）
・モデル市町村へのアドバイザー派遣（３圏域での実施）
・福祉専門職への説明会

R5.7.11 ＮＨＫ 個別避難計画 “支援必要な人の情報を把握する条例を”
https://www3.nhk.or.jp/lnews/tokushima/20230711/8020017959.html



令和５年度の取組
・民生委員・児童委員協議会理事会 ・医療的ケア児等の計画作成会議
・民生委員への個別避難計画説明会

令和５年度 Special Thanks
・山崎栄一（関西大学 教授） ・金井純子（徳島大学 講師） ・石井布紀子（ＮＰＯさくらネット 代表理事）

・村野淳子（別府市 防災総合連携官） ・渡辺尚美（医療的ケア児等支援センター） ・徳島県老人福祉施設協議会

・徳島県老人保健施設協議会 ・徳島県知的障害者福祉協会 ・徳島県身体障害者施設協議会

・日本認知症グループホーム協会徳島県支部 ・徳島県社会福祉法人経営者協議会 ・徳島県ホームヘルパー協議会

・とくしま住民参加型在宅福祉サービス団体連絡会 ・一般社団法人徳島県社会福祉士会 ・一般社団法人徳島県介護福祉士会

・一般社団法人徳島県介護支援専門員協会 ・徳島県民生委員児童委員協議会



徳島市の取組

• 徳島市人口：２４７，１２３人（令和６年１月）

• 高齢化率：３１．８％

• 個別避難計画作成数（令和５年７月時点）

１，３９１名/７，６２０名



近年、

災害が起きていない

防災出前講座での
啓発

支援者になりうる
方々へ啓発

地域ごとに

災害が異なる

地域ごとのモデルを

選定し、計画作成
支援

庁内の体制が

出来ていない

市町村の知識向上
のための会議

庁内連携会議

令和５年度末時点での結果



令和５年
度末での
課題

• 名簿情報の提供や計画作成の
同意等が古い法律のままになっ
ている

• 作成の優先順位を明確に決め
ていない

• 医療的ケア児等の作成が進ん
でいない



今後の取り組み

今年分かった課題
を全市町村に横展

開

課題解決のための

アドバイザー派遣
の実施

医療的ケア児等へ
の計画作成へのア
ドバイザー派遣



モデル事業を実施してみて

実効性のある個別避難計画の策定に

チャレンジすることで・・・

要支援者にとって、「安全かつ確実」に

避難できる支援体制づくりに“つながる”

地域にとって、様々な関係者の参加を促し、

ノウハウの共有・価値創出に“つながる”

地域力（地域防災力）の維持・向上に

“つながる”

有事に備えた「地方創生」の実現に“つながる”

安心度ＵＰ
～県民の安全・安心な暮らしの実現へ～

コロナ禍で生活に困っている学生
に米や食料を提供している写真
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